
行 政 ニ ュ ー ス

▲協定を結んだ須藤市長と電友会の
みなさん

▲教育向上に寄与さ
れた大快貞藏さん

　

こ
の
た
び
、
10
月
１
日
付
け
で
副

市
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
木
内

良
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
筑
西
市
と
い

う
県
西
の
中
心
地
に
お
き
ま
し
て
、

市
町
村
行
政
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
と
と
も
に
、
一
層
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
10
年
前
に
県
の
イ
メ

ジ

ア

プ
と
観
光
誘
客
の
促
進
と
い
う

観
点
か
ら
、
板
谷
波
山
先
生
を
取
り

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
事

業
を
通
し
大
変
お
世
話
に
な

た
経

緯
が
あ
り
、
そ
し
て
本
年
、
先
生
の

没
後
50
年
に
こ
の
地
に
赴
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
何
か
の
縁

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
の
副
市
長
と
し
て
、

市
長
が
公
約
に
掲
げ
て
い
ま
す
、
新

中
核
病
院
の
早
期
の
整
備
・
実
現
や

ス
ピ
カ
ビ
ル
の
有
効
活
用
と
下
館
駅

前
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
の

解
決
・
実
現
に
向
け
、
県
で
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
等
を
十
分
に
生
か
す
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
県
と
の
パ
イ

プ
役
と
な

て
、
市
長
を
支
え
、
微

ど
を
経
て
昭
和
61
年
定
年
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
64
年
、
旧
協
和
町
教
育
委
員

会
教
育
委
員
、
平
成
９
年
、
同
教
育

委
員
長
と
し
て
地
域
の
教
育
向
上
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
毎
年
、
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
、
児
童
・
学
校
関
係
者
及
び

地
元
自
治
会
を
対
象
に
、
防
災
訓
練

を
市
内
小
学
校
で
実
地
し
て
い
ま
す
。

（
今
年
度
、川
島
小
学
校
・
中
小
学
校
・

小
栗
小
学
校
）

　

訓
練
は
、
筑
西
市
を
震
源
と
す
る

震
度
６
強
の
直
下
型
地
震
の
発
生
を

想
定
、
児
童
の
避
難
誘
導
や
消
防
機

関
へ
の
災
害
派
遣
の
要
請
な
ど
を
行

い
、
初
期
消

火
訓
練
や
煙

体
験
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ

に
よ
る
救

助
訓
練
等
を

順
次
実
施
し

ま
す
。

力
な
が
ら
全
力
を
持

て
職
務
に
あ

た

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
今

後
と
も
ご
指
導
、
ご

撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　川島小の訓練

６

木
内
副
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

災
害
時
の
電
気
設
備
の
復
旧
に

関
し
て
電
友
会
と
協
定
を
締
結

市
内
３
小
学
校
で
防
災
訓
練
を

順
次
実
施
し
ま
す

大
快
貞
藏
さ
ん
（
元
下
館
中
学

校
長
）
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

地
方
自
治
に
対
し
功
労
が
あ
る
人

に
贈
ら
れ
る
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

大
快
貞
藏
さ
ん
（
88
歳
・
小
栗
）
が

受
章
し
ま
し
た
。

　

大
快
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
、
小
栗

国
民
学
校
（
現
小
栗
小
学
校
）
に
奉

職
。
そ
の
後
、
竹
島
小
学
校
教
頭
、

下
館
市
教
育
委
員
会
指
導
室
長
、
下

館
南
中
学
校
長
、
下
館
中
学
校
長
な

小
・
中
学
生
防
火
標
語
コ
ン

ク

ル
最
優
秀
賞
受
賞

　

10
月
２
日
、「
災
害
時
に
お
け
る

電
気
設
備
等
の
応
急
措
置
及
び
復
旧

工
事
に
関
す
る
協
定
」
を
、
市
と
市

内
28
の
会
社
で
構
成
さ
れ
る
筑
西
市

電
友
会
（
笠
倉
勉
会
長
）
が
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に

お
け
る
被
災
地
へ
の
送
電
を
確
保
す

る
た
め
、
市
が
管
理
す
る
施
設
等
に

お
い
て
、
送
電
不
可
、
そ
の
他
の
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
応
急
措
置

等
を
円
滑
に
行
い
、
被
災
者
及
び
避

難
者
の
救
援
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

筑
西
広
域
防
火
管
理
協
議
会

（
須
藤
英
夫
会
長
）
主
催
の
平
成
25

年
度
小
・
中
学
生
防
火
標
語
コ
ン

ク

ル
で
、
市
内
か
ら
２
人
が
最
優

秀
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

下
館
小
学
校
１
年
　

内
田
早
彩

『
お
り

う
り
の　

さ
い
ご
の

  

し
あ
げ
は　

ひ
の
し
ま
つ
』

中
学
生
の
部

下
館
南
中
学
校
１
年
　

橋
本
尚
季

『
あ
と
で
消
す　

そ
の
一
言
が  

  

明
日
を
消
す
』

木内副市長

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
火
の
元
に

は
十
分
気
を
付
け
ま
し

う
。 
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入学相談・学院見学

少子・高齢化が進展する現在、資格者として医療の分野
で輝けるフィールドが大きく広がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、卒業後は
地域医療の最前線で活躍しています。

真壁医師会准看護学院真壁医師会准看護学院
筑西市二木成827-1　☎0296-22-7702
（下館南中学校そば ) 　http://www.m-ishikai.com/gakuin/

入学相談・学院見学入学相談・学院見学
随 受時 付中

地域医療に貢献する

准看護師准看護師
募集要項頒布中資 格 取 得 ！資 格 取 得 ！資 格 取 得 ！

み
ほ
んみ
ほ
ん

７

　
 　　　  地　区　村田小学校区　　  会　場　村田小学校体育館
  　　　 日　時　11 月 26日（火）午後６時 30分～
▶内容＝あらかじめ設定したテーマを踏まえた意見交換、地域の課題
   についてフリートーク
▶対象＝原則、対象地域に在住・在勤・在学している人　※ 50 人程度
▶参加方法＝当日参加もできますが、会場準備のため事前に用紙又は
   電話で申し込んでください。（申込用紙は広報広聴課、各支所総合窓
   口課に備え付けてあります。市ホームページからもダウンロードで
　きます。）
▶申込期限＝ 11 月 22 日（金）まで
　団体を対象にした懇談会も開催します。ご希望の団体は、下記問い
　合わせ先までご連絡をお願いします。ご応募をお待ちしています。　
　　　　　　　

「ちくせい市政懇談会参加者募集市長と語
ろう！

【問い合わせ・申込み】広報広聴課　内線３１４ 
　　　　　　　 Fax: ２４－２５１３
　　　　　　　 ﾒｰﾙ :kouhou@city.chikusei.lg.jp

冬
春
き

う
り
が
、
県
青
果
物

銘
柄
産
地
に
指
定

　

協
和
地
区
の
「
冬
春
き

う
り
」

が
県
青
果
物
銘
柄
産
地
に
指
定
さ

れ
、
８
月
29
日
に
筑
西
合
同
庁
舎
で

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
和
地
区
は
、
県
内
で
も
有
数
の

き

う
り
の
産
地
で
、
養
液
土
耕
装

置
の
導
入
な
ど
新
し
い
技
術
を
取
り

入
れ
安
定
生
産
を
図

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
曲
が
り
や
太
さ

等
の
規
格
を
見
直
す
選
果
基
準
の
厳

格
化
に
取
り
組
み
、
市
場
か
ら
は
形

の
良
さ
、
み
ず
み
ず
し
い
歯
ご
た
え

に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

▲指定証を受け取る須藤市長

明野中央医院 筑西市民病院 玉野医院 さいとう整形外科 医療機関（地区別 50音順）
かくらいクリニック 大圃病院 とみざわハートクリニック さとうクリニック 遠藤産婦人科医院
幸坂内科クリニック 河上医院 直江医院 三岳荘小松崎病院 大田医院
秀村医院 濱名医院 野中医院 下館胃腸科医院 大圃クリニック
松岡整形外科 池田整形外科 延島診療所 しもだて中央クリニック 奥澤耳鼻咽喉科医院
横瀬医院 落合医院 平間産婦人科医院 しもだて内科クリニック 加納内科胃腸科

追加店舗 協和中央病院 ひろせ内科クリニック 下館病院 上牧小児科医院
セブンイレブン筑西梶内店 協和ヘルシーセンター 堀内皮膚科医院 しもだてメディカルポート 上牧整形外科医院
（株）マスゼン 協和南病院 みぞぐち皮膚科医院 鈴木耳鼻咽喉科 かわしま内科クリニック
ウェルシア薬局下館二木成店 仙波医院 宮田医院 すわクリニック ごぎょうの里
ウェルシア薬局筑西協和店 にいはり診療所 八島医院 瀬端耳鼻咽喉科医院 ごとうクリニック

　

敬
老
金
券
が
使
用
で
き
る
医
療
機

関
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
新

た
に
４
店
舗
で
も
敬
老
金
券
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け

る
と
き
、医
療
機
関
へ
の
支
払
い
に
、

市
発
行
の
敬
老
金
券
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
金
券
の
利
用
範
囲
が
広
が

り
ま
し
た

市内の小中学校、幼稚園・保育園
の放射線量測定結果
下館小学校 0.075 
伊讃小学校 0.076 
川島小学校 0.052 
竹島小学校 0.061 
養蚕小学校 0.068 
五所小学校 0.059 
中小学校 0.053 
河間小学校 0.071 
大田小学校 0.045 
嘉田生崎小学校 0.071 
関城西小学校 0.081 
関城東小学校 0.057 
大村小学校 0.060 
村田小学校 0.076 
鳥羽小学校 0.073 
上野小学校 0.073 

明野幼稚園 0.089 
協和幼稚園 0.076 
認定こども園
せきじょう 0.083

協和保育所 0.052

長讃小学校 0.091 
古里小学校 0.071 
新治小学校 0.082 
小栗小学校 0.071 
下館西中学校 0.091 
下館中学校 0.055 
下館南中学校 0.059 
下館北中学校 0.074 
関城中学校 0.074 
明野中学校 0.079 
協和中学校 0.052 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：10月 11日（金）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は50㌢



まちのわだいまちのわだい

高い国家試験合格率
就職率 100％の実績校

８

10月 26日   （土）　隠しホール大会

11月    ２日   （土）　筑波チャレンジカップ

11月    ７日   （木） 本間ゴルフ杯

10月 26日   （土）　隠しホール大会

11月    ２日   （土）　筑波チャレンジカップ

11月    ７日   （木） 本間ゴルフ杯

10月 26日   （土）　隠しホール大会

11月    ２日   （土）　筑波チャレンジカップ

11月    ７日   （木） 本間ゴルフ杯

／1130 ／1221参加費　1,500 円

参加費　1,500 円

参加費　2,000円

　９月 28日秋晴れの中、鬼怒川を
愛する会（中

なかざわ
澤清

せいいち
一会長）主催の「コ

スモス祭り」が開催されました。
　会場には 39人の案山子がお出迎
え。また青空市、カラオケや輪投げ
なども行われ大いに賑

にぎ
わいました。

　中澤会長は、「今年は天候に恵ま
れ、たくさんの人に楽しんでもらえ
てよかった」と話していました。

　９月 21 日から 30 日まで、秋の
全国交通安全運動に伴い、市内各地
区で交通安全キャンペーンが繰り広
げられました。
　今年はスローガンを「あぶないよ
暗い夜道の　黒い服」とし、特に子
どもと高齢者の交通事故防止に重点
を置いたキャンペーンで、筑西警察
署（吉

よしむら
村毅

たけし
署長）、交通安全母の会、

交通安全協会、防犯連絡協議会、明
野高校や下館二高等のみなさんが、
街頭や交差点で交通安全を呼びかけ
ました。

案山子がお出迎え
  鬼怒川コスモスまつり

　秋の収穫祭として「しもだて夜市」
が、下館商工会議所青年部ＯＢ会
意志の会（羽

はにゅう
生政

まさひろ
宏会長）主催で

９月 28日に羽黒神社境内で開催さ
れ、多くの来場者で賑

にぎ
わいました。

　北茨城のさんま 1,000 尾、日本
一のお米などが来場者に振る舞わ
れ、チャリティで集まった募金は、
被災地の復興に役立てられます。

　９月６日、筑西広域消防本部で、
市内全小・中学校の教頭先生及び養
護教諭を対象に、「熱中症予防対策
及び熱中症等集団災害発生時の対応」
について研修会が開催されました。
　筑西市民病院の中村医師が講師と
して招かれ、熱中症予防のキーワー
ド等について医学的見地から講話し
ました。
　また、集団災害対応研修では、い
ざというときに備え、学校と消防相
互の情報連絡体制がさらに強化でき
るよう情報交換が行われました。

集団災害対応研修会を
行いました

ちっくん大奮闘！！
ご当地キャラコンテスト
　９月 29日、茨城のご当地キャラ
で地域を盛り上げようと、茨城空港
に県内各地からご当地キャラが集ま
り人気No１を決めるコンテストが
行われました。
　審査は、ご当地の自慢やＰＲ、イ
ス取りゲームやダンス、来場者の投
票で行われ、並み居る強豪を抑え
ちっくんが総合３位となりました。
　これからも、ちっくんをかわい
がってください。
　また、「ゆるキャラグランプリ

2013」に、ちっくんがエントリー
しました！期間は 11月８日（金）
までで、投票は、１日１回、毎日で
きます！グランプリホームページ
（http://www.yurugp.jp/index.
php）で、投票をよろしくお願いし
ます！

市内各地区で交通安全
キャンペーンを実施

羽黒のさんま祭り
　　 　 ～しもだて夜市

大田小児童下校時の指導

案山子たちがお出迎え



キャディ付は 4名様 1組 10,000 円でご用意いたします。
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11 月 14 日（木）第８回茨城新聞社杯 セルフ  11,000 円

  11 月 27 日（水）秋のペリア杯 セルフ  10,000 円

11 月 14 日（木）第８回茨城新聞社杯 セルフ  11,000 円

  11 月 27 日（水）秋のペリア杯 セルフ  10,000 円

10月／28 日（月）・ 31 日（木）
11月／      1 日（金）・ 5日（火） ・ 8日（金）

 15 日（金）・18日（月）

11月 14 日（木）第８回茨城新聞社杯 セルフ  11,000 円

  11 月 27 日（水）秋のペリア杯 セルフ  10,000 円

　10 月 12 日と 13 日、二宮尊徳
の偉業に学び、地域活性化につなげ
ようと報

ほうとくいちえんじゅく
德壹圓塾（大

お お わ だ
和田信

の ぶ お
雄塾長）

が、恒例となった「第 10回尊徳豆
まつり」を中舘地内で開催しました。
　丹精込めて育てられた枝豆は、香
りが良く、熟しても豆が黄色になら
ない「青

あおごぜん
御前」という品種で、参加

者は購入した紐
ひも
で刈り取った枝豆を

枝ごと結んで持ち帰りました。
　また、収穫中にＳＬが通ると、み
なさん手を休め、一斉に大きく手を
振り見送っていました。　

　市内外の作家によるアクセサリー
や小物の販売、地元グルメ店の出店、
街かどコンサートなどでまちを元気
にと、10 月 13 日と 14 日にアル
テリオ前広場を中心に、「しもだて
アートフェスタ 2013」が開催され、
稲荷町通りが大いに賑

にぎ
わいました。

　昨年に続き「痛
いたしゃ
車」が展示され、

訪れた人たちの目を引いていまし

しもだてアートフェスタ
2013を開催

美味しい枝豆を収穫
　　　  ～尊徳豆まつり

波山没後50年記念イ
ベントを開催
　筑西が生んだ文化勲章受章者、陶
聖板谷波山没後 50年にちなんだイ
ベントが市内各所で行われました。
　10 月６日、「波山忌茶会」が板
谷波山記念館で行われ、石州流荒

あ ら い
井

宗
そうけい
慶さん、裏千家小

お じ ま
島宗

そ う き
喜さんが、

それぞれ生家席と野天席を設け、お
点
て ま え
前を披露。また 10月 10 日には

アルテリオ１階で、市と下館・時の
会共催による「これまでの波山・そ
してこれからの波山」と題した「波
山没後 50年記念シンポジウム」が
開催され、集まった約 150 人の参
加者は、遠く波山先生を偲

しの
びました。

　９月 29 日、竹島小学校（大
おおやま
山

慎
しんいち
一校長）の運動会で「新校旗贈呈

式」が行われました。
　新校旗の新調は、校旗新調実行委
員会が呼びかけ、竹島地区のみなさ
んが協力して実現。実行委員長は児
童に「新しい校旗は地域のみなさん
の協力でできたことを忘れず、大切
に使ってください」と伝えました。
　昭和 47 年に作られ、41 年間、
学校のシンボルとして児童を見守っ
てきた今までの校旗は、校内に飾ら
れるそうです。

地域の力を合わせて、
竹島小に新しい校旗を

いっしょに歌って笑顔に
なりましょう！

　10月８日、いっしょに楽しい時
間を過ごそうと、さつき会 ( 島

しま
節
せ つ こ
子

会長）のみなさんがことぶき荘老人
ホームを慰問し、歌や踊りを披露し
ました。
　さまざまな衣装に身を包んだもの
まねショーが披露されると、入所者
のみなさんから手拍子が起こり、会
場はひとつの輪になりました。


